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　当社の消費地近接型物流施設SOSiLA（ソシラ）シリーズとして、神奈川県厚
木市で進めてまいりました「SOSiLA厚木飯山」が、このほど竣工を迎えました。
　SOSiLA厚木飯山は、都心部へのアクセスとラストワンマイル配送に適した好
立地として、東名高速道路「厚木ＩＣ」から車で約分、圏央道「圏央厚木ＩＣ」
から約分に位置し、厚木市内の居住人口からも従業員確保に優れた施設となっ
ております。
　建物はスロープ型（１、３階接車）マルチテナントとし、また各階有効高．
ｍを確保したうえで２階は一部．ｍ、４階は一部．ｍとすることで、保管効率
や配送効率を追求しました。建物には制振ダンパーを導入し、地震発生時に建物
の揺れを吸収する制振構造とし、荷崩れ等を防ぐ仕様としております。またラウ
ンジには、空間音響デザインソリューション・サービス『KooNe』の導入によ
り居心地の良い空間を創造し、労働環境を配慮した施設としました。
　現在、Ｅコマース市場の拡大で物流施設の需要が高まる中、配送トラックやド
ライバー、庫内就労者の不足が社会問題化しています。当社は「未来の物流の在
り方を創造する」を基本理念に掲げ、「社会とのつながり」・「環境との調和・
持続的成長」・「人と労働環境への配慮」の実現を、「SOSiLA」の共通課題と
しています。今後も、「人と社会をつなぐ物流施設」をめざし、消費地に近接し
たラストワンマイル対応の物流施設を開発してまいります。

　住友商事株式会社

　「SOSiLA厚木飯山」は、厚木ＩＣ、圏央厚木ＩＣに近接し交通
利便性の高い立地に位置するマルチテナント対応物流施設である。
　建物概要は、延床面積約，㎡、Ｓ造地上４階建て、１階と３
階のみアクセスの楕円形ランプ、最大４テナント分割可能な計画と
して進められた。倉庫は．ｍ×．ｍグリットにて基本性能を確
保した上で、車路・バースは奥行ｍの柱スパンを設けた。倉庫内
天井有効高さについても．ｍ以上確保しつつ一部フロアは．ｍ以
上確保したことで、より配送保管機能を向上させた。

　敷地は、第一種住居地域との用途境に面する。既存樹の保存、近
隣住民の利用できるポケットパーク・駐車場を設置、大型車両の通
行経路は住宅から離れた位置へ計画し、かつランプには遮音壁を設
置するなど、特に周辺環境への配慮を最優先した計画とした。ＢＣ
Ｐ対策として、ポケットパーク内には災害時に利用可能なマンホー
ルトイレやかまどベンチを設置した。
　環境への配慮の一環として、外壁・屋根には断熱性の高い建材、
太陽光発電パネル（予定）や全館ＬＥＤ照明、各種節水型衛生機器
を採用し、ＣＡＳＢＥＥ評価認証制度ではＡランクを取得予定であ
る。
　共用部デザインは、「共生・働きやすさ」「知性・洗練」をコン
セプトとし、ラウンジには開放感のある高天井やオープンテラス、
植栽や音響設備を設置することで、より快適な空間を目指した。

三井住友建設株式会社建築本部第一設計部　岡嵜　文香
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■工　事　名　称：SOSiLA厚木飯山新築工事
■工　事　場　所：神奈川県厚木市飯山南三丁目番地１他
■発　注　者：住友商事株式会社
■設計・監理：三井住友建設株式会社一級建築士事務所
■施　工　者：三井住友建設株式会社横浜支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造地上４階建て、建築面積，．㎡

延床面積，．㎡
■工　　　期：年５月～年７月

※写真提供：三井住友建設株式会社

完成SOSiLA厚木飯山
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